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0 < α < 1，0 < β < 1とする。平行四辺形 ABCDの辺 BCを α : 1− αに内分する
点を Pとし，辺 CDを 1 − β : β に内分する点を Qとする。また，線分 QPと平行四
辺形の対角線 ACの交点を Rとする。−→

AB =
−→
a，−→

AD =
−→
b として次の問いに答えよ。

(1) ベクトル −→
APと −→

AQを −→
a，−→

b を用いて表せ。

(2) 長さの比 QR
RP

および AR
AC

を求めよ。

(3) AB = 2，AD = 1，∠DAB = 60◦ とするとき，△AQRの面積を求めよ。


